











































































































多かった。Isaac Todhunter の“Elements 









Wilson や Wright などは，そのような立
場で，Legendre や Rouché-Comberouse な
どのフランスの幾何学書を参考に教科書
を編纂した。1871 年に幾何教授を改良の
目 的 と し て Association for the 
Improvement Geometrical Teaching（英国
幾何学教授法改良協会）が設立され，1875
年にはこの協会により“Syllabus of Plane 
Geometry (corresponding to Euclid, 
Books Ⅰ -Ⅳ )”が作成された。この 
Syllabus の第 4 版(1885)は後に菊池大麓
によって邦訳され明治 20 年(1887 年)に
『平面幾何学教授条目』として出版された。
以下，Association for the Improvement 
Geometrical Teaching を AIGT, 
“ Syllabus of Plane Geometry 





後には A.M.Legendre の  “Éléménts de 
Géométrie”  や，これに範を取って編纂
された教科書が用いられるようになった。




えられ，1833 年に Legendre が亡くなるま
でに 12 版まで刊行された。その後も
Legendreの学生であった M.A.B1anchetが
補訂したものが版を重ね， Legendre の 








しては Amiot と Rouché-Comberouse が
ある。いずれも邦訳がある。 
アメリカでは,初期には幾何はユークリ






















































































































































 表 2：明治前期の日本における代表的教科書を，底本からみた幾何学教科書の系統に沿って，時系列で配置した年表 
明治 西暦 イギリスの系統 アメリカの系統 フランスの系統 その他 
5 1872    瓜生寅編『測地略』<MⅠ87-88，KⅡ189-190> 
山田昌邦訳『幾何学（全三巻）』<KⅡ191-192>  
6 1873  中村六三郎訳『小学幾何用法』<MⅠ88-91> 
柴田清亮『幾何学（第一編）』<MⅢ234-243> 
榎本長裕『筆算幾何全書』<MⅢ243> 
7 1874  杉原正市『小学幾何のちか径 上,下』<MⅠ203> 
8 1875 荒川重平・中川將行訳『幾何問題』<KⅡ192-193> 
山本正至・川北朝鄰訳『幾何学原礎』< KⅡ193-194> 
 
9 1876  宮川保全『幾何新論』<MⅠ455>  
10 1877  堀田維祺『幾何学』<MⅢ253>  
 教導団教官第三課編『平面幾何教授書』<MⅢ247-253，KⅡ195-196> 
11 1878  柴田清亮『幾何学』<MⅠ454-455>  
 陸軍士官学校編『算学講本』第三編・第四編< KⅡ194-195> 
12 1879   仏国李珍大氏原著・東京大村邦秀訳『幾何学通書 巻之一』< KⅡ194> 
 田辺善則『幾何学階梯』<MⅢ253-255> 
13 1880   横須賀造船所『平面幾何学』<KⅡ196> 
14 1881     
15 1882 田中矢徳『幾何教科書』<MⅢ417-425>   
  中村精男校閲・赤木周行抄訳『常用曲線』<KⅡ193-194> 
16 1883 田中矢徳『幾何教科書』<MⅠ460-462>   
 岡本則録閲 中條澄清訳『幾何学教授書』<MⅢ425-432> 
  村垣素行『幾何例題』<MⅢ432> 
尾関正求『代数三千題 巻之下』<MⅢ442-448> 





18 1885 田中矢徳『幾何教科書』<国立国会図書館デジタル化資料>  
19 1886     
20 1887 ウヰルソン原著・村田雷三郎訳『幾何学』 
ウィルソン原著・河村錝松訳『幾何学初歩』<MⅢ436-440> 
三木清二『幾何学大意』<MⅢ440-442> 






























Syllabus of Plane Geometry (corresponding 







































































































豫説 第壹編 直線 
第一編 直線 定義 
 定義，公理，ポスツラート 第一節 一ッノ點ニ於テノ角 
第一節 一點ニ於テノ角 
第一節  
第二節 平行 直線 
第二  三角形 第三節 三角形 
第三節 平行線及平行四邊形 第四節 平行四邊形 
第四節 作圖題 第五節 軌跡 
第五節 軌跡 問題 
第二編 面積ノ相等シキヿ 第貮編 圓 
第一節 定理 第一節 本原ノ性質 
 第二節 作圖題 第二節 中心ニ於テノ角 




第二節 弦 第五節 切線 
第三節 弓形ノ内ノ角 第六節 二ッノ圓 
第四節甲 切線（直接法） 第七節 内接形及外接形 
第四節乙 切線（極限法）  第八節 作圖題 
第五節 二圓  問題 
第六節 作圖題 第参編 面積 
 第七節 圓及面積 第一節 定理 
第四編 比例ノ基本命題 第二節 作圖題 
第一節 比及比例  問題 
 








第二節 面積 第四編 比 及 比例 
第三節 軌跡及び作圖題 第一節 定義 及 緒論 
 第二節 定理 
 問題 
 第五編 比 及 比例ノ鷹用 
 第一節 基本ノ定理 
 第二節 相似形 
 第三節 面積 

































































































































































































































ん 初等平面幾何学 上巻．版権所有． 
上野清校閲，三木留三訳述，英国幾何学教授
法改良協会編纂(1892)．あっそしえーしょ
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